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大学鉄道研究会における女性会員にみる移動趣味の〈いま〉
――インタビュー調査から見えてきたもの――
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．はじめに
余暇社会に生きる人々の移動への関心は移動の
目的地のみに限られるわけではない。むしろ移動
の過程そのものに対して価値を見出だそうとする
態度の中に、現代的な移動文化の姿が現れている
と見ることもできる。こうした価値感を体現する
人々の代表的な例といえるのが、鉄道ファンの中
でも「乗り鉄」と呼ばれる鉄道旅行愛好者たちで
ある。彼らにとって鉄道で移動することは、どこ
か目的地に向かうための手段なのではなくて、移
動の目的そのものである。乗り鉄趣味の歴史をひ
も解くと、例えば内田百閒の紀行文『阿房列車』
のシリーズ（1950〜）が乗り鉄の文学表現として
は黎明的な存在である。しかし、この時代の鉄道
旅行のほとんどは目的地への移動のために鉄道を
利用するというもので、文学者である百閒のよう
に「特殊な人」を除けば、鉄道に乗りたいがため
に旅行に行くという乗り鉄行為が一般的な趣味と
して認知されていたとは言い難い。鉄道趣味全般
の大衆化（ただし男性中心の）とともに「乗り鉄」
趣味も拡大してきたと考えられるのは、日本社会
が高度成長を経て余暇と向き合うこととなった
1970年ごろからである1)。余暇社会の到来ととも
に拡大してきた『阿房列車』的なるもの＝乗り鉄
趣味は、現代の移動文化の姿をもっともよく体現
した趣味領域だと言ってよいであろう。
この鉄道趣味は、長い間「男の趣味」であると
みなされてきたが、近年では「鉄子」という語に
象徴されるように、女性の鉄道ファンの存在が注
目されるようになってきた2)。しかし、女性鉄道
ファンの増加という現象は、伝統的な「男の趣味」
としての鉄道趣味に女性が参入するようになって
きたという、「ジェンダー差の縮小（≒女性の男
性化）」要因によるばかりではない。例えば、当
事者である女性鉄道ファンによって「Ê旅Ìする
ことに喜びを感じる以上に、Ê乗るÌことに喜び
を感じる人たちっていうのが、女子鉄」（女子鉄
制作委員会 2007:52）と定義されるように、彼女
たちの鉄道趣味の志向性には特に乗り鉄の色彩が
強いとされる（例えば、酒井 2006など）。これは
女性鉄道ファンの増加が、現代の余暇社会におけ
る「移動文化の変容（＝移動趣味の広まり）」要
因にもよっていることを示唆していよう。
一方、鉄道趣味の世界には鉄道ファンたちを成
員とする鉄道趣味サークルも存在する3)。趣味
サークルは様々な志向をもったファンたちの集う
場であるが、そこでは趣味を介した人間関係（趣
味縁）が生じるとともに、趣味の先達をはじめと
する仲間たちの影響を受けつつ趣味的な関心や行
動を深めていくといった、いわば趣味の「培養」
という働きを見出すこともできよう。近未来の移
動文化の担い手でもある鉄道ファンの若者たちに
とって、大学の学生サークルとしての「鉄道研究
会」（「鉄道研究部」や「鉄道研究同好会」といっ
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た名称もある。以下ではこれらを総称して、「大
学鉄研」あるいは単に「鉄研」と表記する）は比
較的身近な――かつ、バーチャル空間ではなくリ
アル空間に存在する――鉄道趣味サークルであ
る。
鉄研は、鉄道趣味をもつ大学生の交流の場とし
て、また鉄道に関する知識の伝達や「研究活動」
が継承される場として機能しており、鉄道趣味の
「培養器」の一翼を担っていると考えられる。鉄
道ファンの多くが男性であったように、鉄研の会
員もそのほとんどが男性であった。しかし、鉄研
においても近年では女性会員が増加しているとい
う筆者自身の印象もあり、「男の趣味」を培養し
続けてきた鉄研にも変化が生じてきていると考え
られる。
このような見取り図のもと、筆者は、これまで
数回にわたって女性鉄研会員を対象とした聞き取
り調査を実施してきた。現時点ではサンプル数も
少なく、その全体を総括する段階には至っていな
い。しかしながら、彼女たちが鉄道や鉄研に何を
求め、いかなる趣味意識をもっているのか、その
一端を示すとともに、彼女たちがどのような鉄道
ファンとして培養されつつあるのか、あるいは鉄
研自体がいかに変容しつつあるのかといった諸点
について予備的な検討を加えておくことは、今後
の研究の進展にとっても有意義なステップとなる
だろう。本稿はそうした狙いのもとになされた小
括的試論である。
．鉄研女性会員の概況
関西大学鉄道研究会が発行した『てっけんカタ
ログ〜試作編成〜』（2010)4)に記載されたデータ
をもとに集計を行ったところ、全国の大学鉄研に
おける女性会員の比率は約
％であった（表・
表参照）。『てっけんカタログ』のデータは協力
を得られた鉄研のものに限られており、日本のす
べての大学鉄研を網羅したものではない。した
がってこれはあくまでも参考値ではあるが、平均
してサークル（大学）各人というこの数値
自体を見る限り女性の鉄研会員数はまだまだ少な
いと感じられよう。しかし、「鉄道友の会」（1953
年設立）の女性比率が「0.5％程度」であり、大
学鉄研としては最初に設立された慶応義塾大学鉄
道研究会（1934年設立）の歴代の女性会員数が
2007年時点で名だけだったとされているから
（辻 2008:74）、大学鉄研の女性会員比率約
％と
いう数字は、鉄道趣味と関わる（大学生の）女性
が近年増加傾向にあることを示していると、まず
は見てもさしつかえなかろう。
．聞き取り調査の概要
筆者はこの間、大学鉄研の会員を対象とした聞
き取り調査を行ってきた。対象者の多くは男性会
員であるが、2011年	月から2012年月にかけて
関東・中部・関西の各地方で実施した調査におい
ては、少ないながら名の女性鉄研会員からの協
力を得た5)。
関東と中部では2011年10月から11月にかけて、
学園祭展示に合わせてつの大学鉄研を訪問し、

名の女性会員（Aさん〜Eさん）から聞き取り
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を行った。聞き取りはすべて半構造化法を用いて
いる。インタビュー時間は一人につき、ほぼ30分
程度であった。なお、ICレコーダーはその場の
状況を考慮して使用しなかったため、以下の記録
は発話部分も含めて全てメモ帳からの再構成であ
る。
関西では、2011年	月および2012年月に、関
西地方の別々の大学鉄研の会員である名の女性
（F さん、G さん）に対して聞き取りを行った。
聞き取りは調査対象者と相談のうえ、鉄研の部室
（Fさん）および喫茶店（Gさん）で行った。い
ずれも半構造化法を用い、調査対象者の許可を得
て ICレコーダーによる録音を行った。
以下では鉄研の女性会員たちが鉄研に加入した
動機、鉄道に対する関心のあり方・関わり方につ
いての彼女たちの語りを取り上げ、鉄研で多数を
占める男性会員と比較しながら分析を行う。
3.1 聞き取り対象者と所属鉄研のプロフィール
聞き取り対象者はアルファベット順に「A さ
ん〜Gさん」の仮名で表記する。また対象者の所
属する鉄研もアルファベット順に「V大鉄研〜Z
大鉄研」の仮名で表記する（表参照）。
3.1.1 A、B、C さん（中部地方：国立 V 大学
鉄研）
Aさん、B さん、Cさんの名はいずれも国立
V 大学の鉄研に所属する年次生である。A さ
んは東北地方の出身、B さんと C は地元出身で
ある。
V 大鉄研は1978年の創立で、現在の部員は23
名である。鉄研在籍者には、高等専門学校を卒業
して年次に編入したという工学系の学生もいれ
ば、文系の学生もいるというように学部の偏りは
少ない。2011年度は新入部員が13名と過半数を占
めているのが特徴的である。主な活動として機関
誌に記載されているのは、「部会」「旅行・合宿」
「イベントへの参加」「各種調査活動」、それに当
鉄研独特の「電車の保存活動」の
つである。最
後の活動は、廃線鉄道の車両や駅舎を保存する有
志団体による活動に、賛助会員として参加してい
るものである。
3.1.2 Dさん（関東地方：私立Ｗ大学鉄研）
Dさんは私立W大学の鉄研に所属する年次
生である。W大鉄研は28名が在籍し、うち
名
が女性である。ただし28名が在籍しているもの
の、日常的に活動しているのは10名ほどである
と、ある男性会員は答えている。会の活動方針と
しては「会員同士の親睦を深めるという方向」（男
性会員）を重視しており、旅行がしたいという理
由で入った会員も男女を問わずいるという。これ
はW大学鉄研が鉄道趣味サークルという役割だ
けではなく、旅行サークル的な役割をも担ってい
ることを示している。
3.1.3 Eさん（関東地方：私立X大学鉄研）
Eさんが所属する私立 X大学の鉄研は大学鉄
研の黎明期からの長い歴史をもつ。伝統ある鉄研
だけに OBの数も多く、現役と OBとの交流も盛
んである。会員数は32名で、女性会員は名であ
る。Eさんは中部地方出身の年次生である。
年次には X大鉄研の代表を務め、伝統ある鉄研
で初の女性代表としてマスコミにも取り上げられ
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た人物である。
3.1.4 F さん（関西地方：国立Y大学鉄研）
国立 Y大学の鉄研には13名の会員が在籍する。
女性会員は名と関西地方の中では女性会員比率
の高い鉄研である。Fさんは関東地方出身の年
次生で、年次から鉄研に所属している。筆者が
聞き取りを行ったのは2011年	月であるが、Fさ
んは11月の学園祭の後から鉄研の代表を務めてい
る。
3.1.5 Gさん（関西地方：私立 Z 大学鉄研）
私立 Z 大学の鉄研は会員数28名、G さんは同
鉄研唯一の女性会員で年次生である。鉄研加入
は年になってからなので活動歴はまだ浅い。
．女性鉄研会員にとっての鉄道趣味
4.1 鉄研会員が鉄道ファンになった時期
大学鉄研に加入する男性会員は、そのほとんど
が大学入学以前からの鉄道ファンである。ここで
参考までに、筆者が Z 大学鉄道研究会の男性会
員を対象に行った聞き取り調査の一部を紹介して
おこう（詳細は塩見 2011）。彼らに「鉄道に関心
を持ち始めた時期」についてたずねると、「物心
ついた頃にはもう好きだった」というように、記
憶にないほどの幼少期から鉄道に興味があったと
答える人が多い。また、幼少期からの鉄道への興
味をベースとしつつも、「趣味の種」が発芽・成
長するかのように改めて鉄道を趣味として意識し
始めた時期も広く見られる。特に小学校高学年
（
・年）を中心とした次期に「鉄道ファン意
識」を持ち始めた事例が多い（表参照）。
一方、今回の女性会員調査では、鉄研への主な
加入動機が「鉄道ファンだったから」と答えたの
は、聞き取りを行った名中名にとどまる。鉄
道ファンだったという場合も、鉄道への興味が芽
生えた時期が中学・高校時代というように、男性
会員に比べて遅いことが多い（表
参照）。
また、彼女たちに鉄研に加入した理由をたずね
たところ、その回答は概ね通りのパターンに分
類できることが分かった。以下ではそれらのパ
ターンに応じて「鉄研入会以前からの鉄道ファ
ン」「旅行がしたかった」「新しいことへのチャレ
ンジ」というつの動機付けに区分し、彼女たち
が鉄研に加入するに至った道のりを概観したい。
4.2 鉄研入会以前からの鉄道ファン：A、E、G
さん
まずは鉄研加入以前から鉄道ファンだったとい
う事例を見てみたい。A さんは中学生の時に鉄
道に興味を持った。東北地方出身の彼女は、中学
校の研修旅行で鉄道を利用した際に、車両故障に
よって長時間足留めされた駅を観察していて「面
白い」と感じたのをきっかけに鉄道ファンになっ
た。当時、A さんの周りに同じ趣味の友人は男
女ともおらず、中学・高校時代は人で地元の鉄
道の写真を撮っては、もっぱら自分だけで楽しん
でいたという。今彼女は V大学で音楽関係の課
程に在籍しており、鉄研と同時に吹奏楽部にも加
Zero Carbon Society 研究センター紀要
【T：】Edianserver ／関西学院大学／ Zero Carbon Society ／
塩見 翔  校
― 62 ―
男性 h
高校生
なし幼少期
幼少期
中学校・年幼少期男性 a
趣味意識興味
男性 g
男性 l
表：男性鉄研会員が鉄道に興味を持ち始めた時期
と、趣味として意識し始めた時期（Z大鉄研）
男性 e
男性 i
なし幼少期男性 d
小学校中学年幼少期男性 c
小学校
・年ごろ幼少期
小学校年幼少期男性 b
・歳ごろ男性 j
小学校高学年幼少期男性 k
小学校年
小学校年・歳ごろ男性 f
歳ごろ
なし小学校年
小学校
・年ごろ
幼少期入会以前から鉄道ファン
中学生入会以前から鉄道ファンAさん
鉄道への興味加入動機
Gさん
表：女性鉄研会員の加入動機
Eさん
小学生旅行がしたくてDさん
鉄研加入後旅行がしたくてCさん
大学入学のころ旅行がしたくてBさん
鉄研加入後新しいことへのチャレンジFさん
高校生入会以前から鉄道ファン
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入している。音楽への関心を活かして、機関誌で
は駅の発車メロディーや車内放送のメロディーに
関する記事を掲載している。
Eさんが鉄道に関心を持ったのは、通学に鉄道
を使うようになった高校時代のことである。彼女
の母親も若いときに鉄道趣味雑誌を読んでいたと
いう鉄道ファンであり、さらに祖父は国鉄職員で
あった。しかし、それらのことは E さんが鉄道
ファンになる直接のきっかけではなかったとい
う。彼女は祖父が国鉄職員だったことと趣味的な
影響とは別であるといい、また自分の母親が鉄道
ファンだということを知ったのは、Eさんが鉄道
ファンになった後のことであるともいう。もちろ
ん祖父の仕事が鉄道だったことが影響して母親が
鉄道ファンになり、さらにその影響が Eさんの
趣味志向を形作った可能性はある。例えば、母に
連れられて地元の福井県から仙台まで鉄道で行っ
たとか、子供の頃に「プラレール」を与えられて
いたとかの思い出を、彼女は語っている。
調査対象者の中で唯一幼少期から鉄道に興味を
持っていたと語るが Gさんである。彼女は幼少
期に駅の近くに居住しており、路線の駅名を覚え
たり、近所の鉄道好きの男の子と一緒に「プラ
レール」で遊んだりしていたという。中学時代以
降は鉄道の通っていない地域に引っ越すが、高校
時代には「となりの席に、鉄オタさんがいて、そ
れでけっこう影響を受けてる面はあります」とも
述べている。一方で、Gさんが鉄研に加入したの
は年次のことである。鉄研の存在は年次の時
から知ってはいたが、入学当初は大学に「なじむ
だけで精いっぱい」であり、サークル活動を行な
う余裕がなく、年次のころも「その時、現状に
満足してたので」加入することはなかった。年
次に進級した春に鉄研に加入した理由としては、
「『雷鳥』の引退6)のときに、なんかたまたま、盛
り上がっていた」ことと、「現状がいまいち面白
くない、というのと」が重なっており、さらに
「ちょうどいい時に新歓をしてた」ためだという。
4.3 鉄研加入と鉄道ファンへの道：B、C、Dさん
女性鉄研会員の中で、入会以前からの鉄道ファ
ンと並んで目立つのが、「旅行がしたかった」と
いう入会動機である。
B さんが鉄研に加入した直接のきっかけは V
大学に旅行サークルがなかったためである。しか
し彼女は、新幹線で大学受験に行った友人をうら
やましく思ったことや、電車のイラストを掲載し
た webサイトを見たりしたことなどから、大学
に入った頃には鉄道への関心はすでにあったとい
う。Bさんは鉄道への興味の発生と鉄研加入とが
近接しているが、鉄研に加入したことが鉄道ファ
ンへの道を後押ししたのは間違いない。
Cさんは、年次に女子サッカー部から転部し
て鉄研に加入した。彼女の転部理由も「旅行とか
したかった」ためで、あいにく V大学に旅行系
のサークルがなく、一方で鉄研の新歓ビラに「一
緒に旅行しませんか？」という文言があったこと
が決め手だったという。
D さんも旅行に行きたかったことを加入の理
由として挙げている。彼女は登山サークルにも所
属しているのだが、週回ほどしか集まらない登
山サークルに行き詰まりを感じ、「もっとゆるく
て、落ち着ける所」として鉄研を選んだという。
D さんは鉄道旅行の経験がほとんどないが、小
学生の時に家族旅行や遠足で列車に乗った経験か
ら、「鉄道の旅はいいんじゃないか」という思い
を持っていた。W大学には旅行系のサークルも
あるが、彼女によるとそこは「大規模すぎてつい
ていけない」。また女子高校出身の Dさんは「女
の子が多いと女の子としか話さなくなる」という
懸念から、「あえて女の子のいないサークルを探
して」鉄研にたどりついた。
このように「旅行がしたかった」という彼女た
ちだが、鉄研加入以前には必ずしも旅行経験が豊
富だったわけではない。人旅は「怖い」（Dさ
ん）という語りもあり、元々旅行が趣味というよ
りも（鉄道）旅行への「憧れ」から鉄研に加入し
たということができる。こうした動機づけは鉄研
加入以前から鉄道ファンだった人たちとはかなり
の隔たりがある。逆にいえば、「旅行がしたかっ
た」という女性にもアピールするような新歓戦略
が、彼女たちの所属する鉄研には備わっているの
だといえる。V・W 各大学鉄研はいずれも旅行
好きの学生を歓迎するという方針を取っており、
男性を含めて鉄道ファンではなかった会員が複数
存在するという。
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しかしこのことは、これらの鉄研が旅行サーク
ルとほぼ同じようなものになっているということ
を意味しない。D さんのように、鉄道にちょっ
と興味があり、また既成の旅行サークルに対して
は違和感を覚えるといったときに「選ばれる」鉄
研は、やはり旅行サークルの代替では終わらな
い、それ以上の存在意義をもっていると考えられ
るからである。
4.4 新しいことへのチャレンジ：F さん
Fさんが語る鉄研入会動機は、鉄道ファンだっ
たからとか、旅行がしたかったからといった鉄研
の性質に関わるものとは異なったものである。好
奇心が強く、大学に入って新しいことを始めてみ
ようとしていたという彼女は、入学時に各サーク
ルからの新入生勧誘の連絡をもらうための書類に
連絡先を記入していた。その結果、複数のサーク
ルからの勧誘があり、その中に Y大鉄研からの
ものもあった。他のサークルの勧誘があまりやる
気の感じられないものだったのに比べて、鉄研の
担当者は「新入生対応がうまい、話の上手な方で」
あり、「すごく引き込まれてしまって、あーじゃ
あ、話だけでも、じゃあ聞きに行きます、という
ことで」鉄研の扉を叩いたという。他のケースと
はやや異なる、ある意味「新入生ならでは」のこ
のナイーブな入会動機を、ここでは「新しいこと
へのチャレンジ」というカテゴリーで言い表して
おこう。
4.5 「乗り鉄」志向と「鉄道価値」志向――潜在
的な誘因
ただここで、Fさんが高校時代から、鉄道を利
用したちょっとした旅を趣味としていたことも付
け加えておく必要があるだろう。それは普段通学
で利用する電車に乗って、見知らぬ町に降りて散
策するといったものである。
F：……電車に乗って、もう、いろんなとこ
ろに、旅するというか、ほんとに、ちょっ
と、自分の降りたことのない駅に降りて、
で、もう地図を見ないでもう、自分の感
覚だけでいろいろぐるぐるーって歩きま
わって、でー、そうですね、そこでまあ、
その町の空気とかを感じたり、あと、私
はすごく建物だとか、古民家だとか、ほ
んとに、建築関係のものがすごく大好き
で、橋とか…、はい、そういったものが
好きなんで、そういったものを見ながら、
はい、楽しんだり、あと、地元の人と
ちょっと話してみたりして……
彼女はこの小さな旅の趣味を鉄研に入った「素
養みたいなものでもあると思う」とも述べてい
る。こうした鉄道による小旅行実践を行っていた
Fさんは、乗り鉄趣味へとつながる潜在的な志向
性を持ってもいたのである。
また、女性会員にとって鉄道旅行は「憧れ」の
ような存在でもある。X大鉄研の機関紙の中で E
さんは、「ずっと鉄道と旅行に憧れていた。日々、
駅のホームで長距離列車を眺めて、遠くに行きた
いという想いを燻らせていた」「鉄道が好きに
なったきっかけは、そもそも憧れだった」と記し
ている。
Eさんのような「鉄道と旅行」の結びつき、そ
して「憧れ」は他の女性鉄研会員にも見ることが
できる。B さんと D さんは、鉄研への加入動機
として「旅行がしたかった（旅行サークルがな
かった）」と答えているが、B さんは大学に入学
するころから鉄道に興味を持ち始め、D さんは
「鉄道旅行はいいんじゃないか」という思いを
持っていたように、両者とも鉄道に対する関心も
抱いていた。そしてどちらの鉄道への関心も鉄道
や旅行に対する「憧れ」という側面が強い。Bさ
んが新幹線で受験に行った友人をうらやましく
思ったのは、自身は新幹線で受験に行くという機
会を持たなかったからであり、D さんの「鉄道
旅行はいいんじゃないか」という思いは鉄道旅行
をする機会のない自分を前提にして成り立ってい
る。いずれも日常的に接してはいない鉄道や、鉄
道旅行に対する一種の「憧れ」が、鉄道への関心
のもとにある。
こうした要因は、鉄道好き、旅行好き、チャレ
ンジ好きのつの要因とはやや位相を異にした潜
在的な誘因であろう。しかし一面では、萌芽的な
がらも乗り鉄趣味志向の根本へとつながる心性を
表しているようにも思える。彼女たちの「憧れ」
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はどこか特定の目的地に向けられているのではな
く、鉄道に乗って「どこかへ行く」ことそのもの
に向けられている7)。旅行への憧れを動機付ける
ものには魅力的な目的（歴史的建造物や自然環
境、食べ物、祭りなど）や道中の楽しみといった
様々な「価値」があるが、鉄道という乗り物も、
ここではない「どこか」へとつながる媒体として
それ自体が価値を付与されうる。そうした「鉄道
価値」に基づいて旅行しようとするのが鉄道ファ
ン、特に乗り鉄であろうが、鉄道旅行に「憧れ」
を抱いた彼女たちにも「鉄道価値」を志向する心
性を見出すことができる。
4.6 鉄研のもつ「場所性」
以上、つの直接的な加入動機および、潜在的
な「鉄道価値」志向という加入動機――これらは
主体をそこへ向かわせる「プッシュ要因」である
が――にくわえて、大学のサークルとしての鉄研
自体がもっている「場所性」に関わる要因につい
ても触れておかなければならない。
まず彼女たちが高校時代までに過ごしてきた環
境と比べると、大学鉄研では男性の比率が圧倒的
に高いが、これは女性が加入を躊躇する一因とな
るに相違ない。ただ、この「いびつ」な男女構成
比という場所性がすべてに斥力として機能するわ
けでもない。例えば Gさんは次のように答えて
いる。
筆者：男性ばかりの所に入るのに特に抵抗は
なかったですか？
G：そうですねえ。まあ少し、少しその、ど
うしようかなという点はありましたけ
ど、もともとその、まあ男性ばかりで集
まって遊ぶこともあるんで、まあ入って
から特に何も考えてない…。
筆者：男性ばかりと遊ぶこともけっこうあっ
たんですか？
G：そうですねえ。そんなにまあ…。まあで
も高校を卒業した後で、その高校のメン
バーと会うときは、男性ばっかりですね。
G さんの場合、高校時代は理系のクラスにお
り、当時からの友人たちと遊ぶ時にもメンバーは
男性ばかりであるという。また Aさんは高校時
代に男性部員ばかりの生物部で活動しており、E
さんも高校時代は理系で周囲に男性が多かった。
このように、元々男性の比率が高い環境に慣れて
いたことが鉄研入会のハードルを下げるといった
ケースもある。
そうしたジェンダー要因以外に、むしろ、鉄研
の場所性がプラスに働いて加入を促す「プル要
因」について興味深い知見が得られた。
Dさんは、当初は鉄研には「オタクな人たち」
というイメージがあり、「社交性がなくて暗い感
じなのかな」という先入観を抱いていたという。
確かに「オタク」集団というレッテルも、「男性」
集団と同様、女子学生には一般には斥力として働
いているだろう。しかし、彼女は、鉄研会員は
「鉄道以外のところでもコミュニケーションがで
きる」し、アットホームでもあると好意的な評価
をしている。じつは Dさんは、自分自身につい
て「今どきの大学生」らしくなくて「そこらの主
婦みたい」であり、高校時代から周りから
「ちょっと浮いてる」と感じてきた。W大学にも
「オシャレ」な学生が多いが、そんな中で鉄研の
会員は「一般的な大学生のイメージ」（＝「チャ
ラチャラしている」）とは違って「落ち着いてい
て真面目」であり、そのような鉄研の「大人な感
じ」に彼女は自分の居場所を見出した、というわ
けである。他の調査対象者も鉄研について「いい
人ばかりなので、居心地はいい」（Cさん）とか、
「いい人ばかりで良かった」（Eさん）などと語っ
ており、鉄道への関心や知識の多寡にかかわらず
環境の良さが、鉄研に定着し活動を続けていく上
で重視されていることがうかがえる。
V 大鉄研に所属する A さん、B さん、C さん
も、それぞれに鉄研の環境の良さについて語って
いる。V 大鉄研では部員同士で近場の鉄道ス
ポットへ遊びに行くことや、「終電ゲーム」とい
う当部の伝統的な遊び（何人かの部員が最終列車
に乗りこみ、各駅で人ずつ降りていく。それを
後からクルマで追ってきた会員が逐一拾ってい
く、という遊び）など、部内での親交を深めるよ
うな活動が多く行われているようである。この
人の話からも、会自体の雰囲気がよく、学内の居
場所として機能していることがうかがえた。
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会の雰囲気や会員たちの人柄を重視する語り
は、男性会員の口から聞かれることが比較的少な
いものである。もちろん男性の場合も、他の会員
について関心・知識の深さや行動面を評価した
り、役職を務める上でサポートしてくれたと語っ
たりすることはあるが、人柄そのものについて
「いい人ばかり」という風に素朴に語ることはあ
まりない。もちろん男性会員の場合も、雰囲気や
仲間の人柄の良さが、鉄研に所属しつづける理由
の一部にはなるだろう。しかし男性会員の場合、
大学入学前から鉄道ファンであり、鉄研があるな
ら入るのは半ば当然と考えていた事例も多く、雰
囲気や人柄といった要素が必ずしも入会の決め手
とはならないということが考えられる。こうした
点は今後の調査でも、女性会員と男性会員を比較
することを通して確認していきたい。
さて、女性会員たちにとって重要な意味をもつ
鉄研の環境は、人間関係の形成や趣味的な深化と
いった各面に影響を与えるものである。次節では
こうした点を鉄研の趣味的培養機能と関連づけな
がら考察する。
．鉄研加入後の関心・行動の変化
――鉄研の「培養」機能
人の集団所属と社会化過程との間に深い関連が
あることは、あまりにも当然すぎる事実であろ
う。鉄研への加入は会員個人にとって様々な変化
をもたらす。いわゆる「趣味縁」によるコミュニ
ケーションの拡大は、そのもっとも顕著なもので
あろう。
A さんが「仲間がいるのは初めて」というよ
うに、以前は人だけで鉄道趣味をしていた人
も、また初めて鉄道趣味の世界に触れる人も、周
囲の会員たちとの間で趣味を介したコミュニケー
ションを活発化させる。これは浅野智彦が「社会
参加への入り口」（浅野 2011:2）として重視する
ように、社会学的に重要な論点を含んでいる。し
かし鉄研が会員に与える影響は当然、「社会参加」
といった社会的・公共的な部分に限られるわけで
はない。鉄道という特定のテーマを掲げ、鉄道
ファンの集う趣味の場として形成されている鉄研
は、趣味縁によるコミュニケーションを介して会
員の個人的な関心や行動といった面に対しても影
響を与える場になる。以下では、鉄研が趣味縁形
成を通して趣味的な関心・行動の深化に影響する
ことを鉄道趣味の「培養」機能と捉え、その働き
をインタビュー・データを素材に分析すること
で、女性と鉄道趣味との関係を考察する。
5.1 鉄道ファンとしての深化
Gさんは鉄研に入ってからの変化について以下
のように語る。
G：そうですね。なんか、精神的にけっこう
疲れてた面が多かったんで、それがすご
く楽になりましたね。やっぱり、楽しい
ものが増えたというか。
筆者：ええ、ええ。
G：あと、やっぱり周りの方の影響で、なん
か電車とか見たらワクワクすることが多
くなったとか。
筆者：ワクワクってのは、どんな感じです
か？
G：どんな感じでしょうねえ。うーん。なに
が来るかなとか、新しいの来たなとか、
そんなんですかね。
また、周囲の影響は単なる「ワクワク」感の解
発にとどまらない。鉄道趣味の世界における対象
の見え方、感じ方にもつながってもいるようであ
る。
筆者：「雷鳥」的な、ああいうのはどうです
か？
G：そうですね。でも、やっぱり、最近になっ
て、その、そこそこ古くなってきた、現
行でバンバン走っているような車両とか
も、まあ、興味を持てるようにはなって
ますね。
筆者：最近になってからですか？そのへん
は？
G：そうですね。やっぱり昔はもう、やっぱ
り新車が一番っていう感じだったんで。
筆者：何かきっかけがあったんですか？
G：きっかけというきっかけはないと思うん
ですけど、やっぱり周りの方が、もう、
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全部好きっていう感じだったり、新車は
椅子が固いよねとか言われたりして。ま
あ、確かにフカフカしるほうがいいし。
まあ、古いには古いなりのメリットとか
も、知れるようになったんで。
古い車両に対しても目を向け、新旧を比較する
ような関心のあり方は鉄道趣味の「深さ」を示す
指標ともいえる。Gさんが鉄道に興味を持ったの
は幼少期のことであるが、鉄研に加入したことで
こうした深化がもたらされたのである。
G さん同様、鉄研に入る以前から鉄道ファン
だった Eさんの場合、もともとの関心は高校時
代の通学に使っていた地元のローカル線であり、
趣味的にも地方の鉄道が好きであった。また地方
のこと全般に関心があり、商学部の卒業論文では
地方財政に関する研究もしている。その反面、都
市の鉄道に対しては知識も関心も乏しかったのだ
が、鉄研に入ったことで多様な関心をもつ人々と
接し、それまで興味のなかった都市の鉄道などに
も関心の幅が広まったという。
5.2 鉄道への関心の広まり
続いて、鉄研への加入が鉄道への関心を飛躍さ
せる契機となった場合を見てみよう。Fさんは Y
大鉄研に入ってからの変化を次のように語ってい
る。
筆者：こちらに入会されてから、何か趣味的
なことであれ、なんであれ、変化した
ことっていうのはなんでしょう？
F：……自分が、その、いろいろな土地に行っ
たりするのが好き、っていうふうにお話
ししたんですけど、その思いがやっぱり
強まったかな、っていうことはあります
ね。変化は…そうですねえ。まあ幅広く、
ほんとに鉄道研究会に入ってみると、
やっぱりほんとにその、鉄道、とか、電
車そのものに興味をもっていたり、あの、
ジオラマだったり、興味を持っている方
がおられて、あーそういう世界もあるん
だなーていうふうに、まあ少しやっぱり、
まだそこまで、やっぱり調べられたり、
まあ出来てはいないんですけど、興味の
芽は、育ったかなというふうに思います
ね。
このように、鉄道ファンという意識をもってい
なかった調査対象者にとっては、鉄道ファンであ
る他のメンバーとの交流が、鉄道趣味の世界を知
る契機となることは当然だろう。
先にも述べたように、B さんは大学に入るころ
から「新幹線への興味」という形で鉄道への関心
の萌芽を抱いてはいたが、鉄研加入は「旅行がし
たかった」からであり、当然ながら鉄道への関心
はマニアックなものだったというわけではない。
しかし鉄研に入ってから B さんの鉄道への関心
は深まり、機関誌には「毎日の電車通学が楽しく
て仕方ない」と書いている。活動としては、史跡
めぐりも好き（史学専攻）であることから、鉄道
での移動を楽しみつつ、その土地の名所へ行くと
いう旅をしている。また鉄研に入ったことで「時
刻表を読めるようになったのは大きい」とも語っ
ている。
Cさんの場合、鉄研は「いい人ばかりなので、
居心地はいい」のだが、知識がないために「会話
の幅が狭まってしまう」とも感じている。ただ
「知ることは好きなので」他の部員に教えてもら
いながら活動しているという。また、知識にこそ
差はあるが、鉄道を共通の話題として会話ができ
ることや鉄道を使った遊びなど、今までにない経
験ができると前向きに評価している。
Dさんは「昔からなんとなく電車に興味があっ
た」と語っているが、その興味の範囲は地元の私
鉄や通学で利用した路線にとどまっていた。しか
し鉄研に加入したことで、各地の鉄道についての
知識を得て、関西の鉄道や寝台車にも関心を広め
ている。
	．男性会員との差異の意識
鉄道研究会に加入した「新米」鉄研会員たちは、
鉄道ファンの先達たち（その多くが男性）から
様々な趣味的影響を受ける。そのことは女性会員
も男性会員も同様である。しかし、先輩あるいは
同級生の男性会員たちから一定の影響を受けつつ
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も、女性会員には男性たちとの趣味的な差異を意
識し続ける人も多い。これは女性たちと男性たち
がこれまでそれぞれに吸収してきたジェンダー文
化の差異によるものである。
辻泉は鉄道ファンの男性たち（〈少年〉または
元〈少年〉たち8)）を対象とした聞き取り調査と
文献資料に基づいて、日本社会における鉄道趣味
の詳細な分析を行なっている。〈少年〉たちの分
析を通して辻は、「なぜこの日本社会において、
鉄道に関心を寄せる少年たちが大勢いるのか、な
ぜほかでもない鉄道に、ファンたちはあれほど夢
中になるのか、といった疑問」（辻 2008:265）に
対して、こう答えている。
いわば少年たちが鉄道に関心を寄せるの
は、好き好んで行う、意図的な選択の結果と
いうわけではなかった。むしろ、ある特定の
コミュニケーションやアイデンティティのあ
りようの歴史的な変遷、すなわち文化の変遷
を長いスパンで記述する中で、ようやく社会
学的に理解可能になるものであった。いわば
それは、あたかも彼らに『染み付いたような』
もの、そしてまた社会に『染み付いたような』
現象であった。（辻 2008:265）
辻は鉄道を「想像のメディア」と定義し、後発
的に近代化を行った日本社会においてその想像力
は、「外在的な準拠点（いつか／どこか）」に対し
て向けられてきたという。近代日本社会におい
て、こうした時間的・空間的な広がりへの想像力
に照準したコミュニケーションやアイデンティ
ティのあり方は主に男性によって担われてきてお
り、〈少年文化〉にはその「純粋化・理想化」さ
れた形態が現れてきた（辻 2008:1-2）。鉄道はこ
のような「時間的・空間的な広がりへの想像力」
の媒体として機能することで、〈少年〉たちの関
心の対象となったのだった。これが辻の結論で
あった。
ひるがえって、本稿のテーマである女性の鉄道
ファンにとっての鉄道とはどのような存在なのだ
ろうか。
鉄研の男性たちは幼少期から「染み付いたも
の」のように半ば「自然に」鉄道に関心を向け、
鉄道ファンへの道を歩んできた。それに対して女
性会員たちが鉄道に関心を向け始める時期は概し
て遅い。また、関心の程度や行動の面でも男性会
員との差異が意識されている。例えば Dさんは
車両の違いといった鉄道の知識について、他の男
性会員たちのように詳しくなりたいと考えている
が、どうやってそれを覚えれば良いのかがわから
ず、「興味の深さが違うのかな」という思いを抱
いていると語る。
鉄研入会後、周囲の影響で鉄道に対する関心が
変化してきている Gさんも、やはり他の（男性
の）会員との違いがあると感じている。
筆者：Gさんの鉄道への関心とは同じような
ものを（他の鉄研会員には）感じます
か？
G：いや、やっぱり、みなさん上ですよ。
筆者：上っていうのは知識？
G：知識もあるし、興味を持つ対象であった
り。台車とかは、あー、そういう世界が
あるんだ、と思います。
筆者：思い入れのしかたというのはどうです
か？思い入れというか、熱のあげよう
というのは？
G：あー、やっぱり、すごいですよね。みな
さん。北海道まで行ったり。
筆者：そういうのを見ていて、旅行したいな
というような気分にはなりました？
G：そうですね。けっこうなりますけど、
やっぱり近場ですましちゃうというの
が。けっこう名古屋あたりだったら行こ
うかなとは思うようになりましたね。ま
だ行けてないですけど。
また、Fさんは電車に乗っての小旅行を繰り返
してきたものの、自身の鉄道知識が「希薄」であ
ることについて語っている。新入会員が鉄道に関
する知識を持っていない場合、先に見た Cさん
の事例にあるように、他の部員に教えてもらいな
がら活動していくことで、ある程度の知識が付く
ということもあり得る。しかし Y大鉄研の場合、
男性会員を含めて鉄道知識が豊富な会員は少な
く、日常的に鉄道関係の会話が飛び交うというわ
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けでもないという。その意味では、Y 大鉄研に
関しては、そもそも「鉄道趣味の『培養器』」と
しての働きが弱いものと考えられる。それにもか
かわらず、会員数が少ないゆえに次期会長に任ぜ
られてしまったのがＦさんである。
F：やっぱり、あの、私自身がその、会長と
なるんですけど、鉄道に関する知識が本
当に希薄で、もう、ただ旅好きな人、と
いうぐらいの、ほんとに知識なんで……
F さんは自らに鉄道知識がないことについて
「けっこうコンプレックスでもありますし」とも
述べ、戸惑いの渦中にいるのを隠さない。ただこ
こでの Fさんの発言からは、従前からの趣味で
ある旅行を中心としつつ、少しずつ鉄道に対する
関心も育てて行きたいという思いも感じられる。
これは彼女が会長という立場を任されたために、
「鉄道研究会」という名をもつ組織に対して責任
を感じていることの現れだろう。筆者がここまで
で行ってきた女性鉄研会員への聞き取りや、Y
大鉄研の現状を見る限り、Fさんのように鉄道知
識が少ない会員は決して珍しくはない。しかしな
がら、会長という立場から「鉄道研究会」として
の伝統や、何を鉄研活動のメインに据えるのかと
いった問題を意識するとき、鉄道知識の稀薄さは
彼女にとって葛藤の要因となってしまうのだと察
せられる。
．女性会員たちの「鉄道ファン意識」
男性会員との差異（濃さや深さの違い）に常に
意を払わなくてはならない女性鉄研会員である
が、最後に彼女たちがしばしばそう呼ばれる「鉄
子」という呼称に対する態度を通して、彼女たち
が自らをいかなる鉄道ファンとして把握している
のかを探りたい。
周知の通り「鉄子」なる語は、女性の鉄道ファ
ンを指すものとして各種のマスメディアで使用さ
れており、女性鉄道ファンによって自称されるこ
ともあるが、その一方で「女性の鉄道ファン」を
十把一絡げに指すことで、彼女たちに特定のイ
メージを付与する可能性も高い9)。X大鉄研の機
関誌上で開かれた座談会では「鉄オタとは何か」
というテーマで議論が交わされているが、女性会
員のEさんも加わったこの座談では、「鉄オタ｣10)
とか「鉄子」といった鉄道ファンの特定の層を示
す呼称についての興味深いやり取りが行われてい
る。
男性：鉄道が好きな人自体全員が「鉄オタ」
なのか？ということ。
男性：そうそう、オタクじゃない人が結構
いる。
男性：そもそも一口に「鉄道が好き」って
いっても個々人の興味に応じて度合
いが異なる。例えば、ちょっとだけ
興味があるというようなライトな人
もいれば、趣味の世界としてどっぷ
り浸っているようなディープな人も
いる。
E：私、鉄子じゃないもん。
男性：色々な人がいるんだよね。今の世の
中の人々は、ちょっとでもある特定
の物事に対して興味があったり、知
識があったりするとなんでもかんで
も「うわぁー！オタクだぁ……。」
とかって呼びたがる。
男性：鉄道に対してはオタクって名前がつ
けやすい方なのかなぁ？
男性：鉄オタは語呂がいいのもあるので
は。
男性：文字で言いやすい。
E：鉄子はにわかな印象がある。
男性
：女性蔑称ですね。
Eさんはこの座談の中で「私、鉄子じゃないも
ん」「鉄子はにわかな印象がある」というように、
自身が「鉄子」という語で指し示されることに対
して抵抗感を示している。彼女は筆者の聞き取り
に対して、女性の鉄研代表としていくつかのマス
コミに取材を受けた経験について語り出し、取材
者たちは電車を見て「かわいい」と反応するよう
な「鉄子」のステレオタイプを当てはめようとし
てきたことに言及した。彼女は「鉄子」という呼
称が、男性の鉄道ファンや「鉄オタ」よりも「薄
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い・浅い＝にわか」であることを暗に含んだもの
であることを察知している。そのような意味での
「鉄子」の最もステレオタイプなイメージが鉄道
に対する「かわいい」という反応であろう。しか
し鉄道に対する感じ方は人によって違うはずであ
り、彼女自身、鉄道に対して「かわいい」と感じ
るわけではないという。Eさんは女性の鉄道ファ
ンもその内実は様々であり、「乗り鉄」「撮り鉄」
などと同じようにその全てが「鉄子」としてカテ
ゴリー化されること自体が変だ、と考えている。
D さんも「鉄子」という呼称自体について「好
きじゃない」と言う。それは女性というだけで
「鉄子」とひと括りにされ、区別されることに違
和感を覚えるためであり、性別に関わらず「みん
な鉄道ファンじゃん」と考えているからだ。
もちろん、女性鉄研会員がみな「鉄子」という
語に対して否定的という訳ではない。Bさんの場
合、「鉄子」という語の使用に対して「蔑称」と
して使うのでなければ良いとし、自身についても
機関誌の中で「気ままに鉄子やってます」と表現
している。それと同時に、彼女は筆者に対して、
自分には自らが「鉄道ファン」であるという意識
があるとも答えている。ここから推測するに、彼
女自身は「鉄子」について、ことさらに「にわか」
な女性鉄道ファンを指す呼称であるという意識は
持っておらず、「世間でいうところの鉄子」とい
う程度の軽い意味でこの言葉を使っているように
思われる11)――そのことが女性鉄道ファンを「鉄
子」としてカテゴリー化することに「寄与」して
しまう可能性も否定はできないのだが。
一方 G さんは「鉄子」という語に対して「関
係ないというか、使わないというか」と述べてお
り、自らとは無関係なものと捉えている。Eさん
や Dさんの場合、「女性の鉄道ファンである」と
いうだけの理由によって「鉄子」としてカテゴ
リー化されることへの違和感が表明されていた。
しかし、Gさんの態度は「鉄子」なる呼称による
カテゴリー化をあらかじめ無視し、無効化してし
まっているかのようでもある。
女性会員たちの「鉄子」に関する語りからは何
が読み取れるだろうか。この点に関して考究する
には、もう少し大規模なデータが必要なことはい
うまでもない。ここでは以下の推論を述べるに留
めておこう。
旅行好きを意識しているという V大・W大・
Y 大の各鉄研をはじめとして、現在の大学鉄研
の参加者は鉄道に対する深い関心や知識をもった
男性ばかりとは限らない。その分、鉄研会員同士
の関心や行動上の差異は以前より大きくなってい
るはずである。しかし、少なくとも今回の調査対
象者の多くは、鉄研会員たちの間にジェンダー差
をともなう趣味的差異が存在するとしても、それ
によってカテゴリー化される必要はないと感じて
いるし、「濃さや深さ」の差異もサークル活動を
行っていく上では問題にはならないと見なしてい
る。
このように、趣味的差異を越えて「同じ鉄道
ファン」という意識を持つことができるのが、現
代の鉄研の特徴だということができるだろう。現
代の鉄研会員たちの関心は多様である。それゆえ
に、趣味的な「濃さや深さ」に大きな開きがある
彼らを「同じ鉄道ファン」「同じ鉄研会員」とい
う意識によって結びつけることは、現代の鉄研の
培養機能として最も基本的なもののつとなって
いるのではなかろうか。

．まとめと今後の課題
筆者はこれまで、男性鉄研会員を対象とした聞
き取り調査を続けてきた。本稿では初めて女性鉄
研会員に焦点を合わせた聞き取り調査を実施し、
男性会員との比較を交えながら分析することを試
みた。そこでは女性会員と男性会員との鉄道ファ
ンへと至る道（大きくは社会化過程と呼べるよう
なもの）の相違が明らかになった。筆者が聞き取
りを行ってきた男性会員の多くが幼少期から鉄道
に関心を抱いてきたのに対して、女性会員の場合
にはもっとバラつきがあり、鉄研入会後に鉄道に
関心をもつことも珍しくはない。しかし、鉄道に
対する関心や知識を持たずに入会してくる場合で
あっても、周囲からの影響で関心や行動が変化し
ていくということが彼女たちの語りからうかがえ
た。社会化論の文脈でいえば、第二次社会化過程
での登場という見方も可能であろうが、いずれに
せよ、趣味的社会化のジェンダー差から移動文化
の今後を論じることの意味は大いにあるように思
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われる。
また鉄研の活動内容も鉄道に対する強い関心や
知識を強制するものではなく、みなで楽しめる旅
行や遊びを主要な活動と位置付けることで、旅行
を主目的に入会した会員が鉄研になじみやすくな
るような仕組みが成立している。またそれによっ
て女性会員たちの間には「ディープ」な男性会員
との間に趣味的差異を認めつつも、「同じ鉄道
ファン」であると捉える意識も生じていた。その
意味で鉄研が「鉄道趣味の培養器」として、程度
の強弱はあれ機能していることも確認することが
できた。現代社会が「個人化の徹底」を宿命とし
ているにもかかわらず、いやそうであるからこ
そ、「つながり化」（壁の低いコミュニティやサー
クルなど）を志向する人たちの意識と行動は、見
逃せないところである。
今後は男性会員に対する調査と並行しながら、
今回件と少なかった女性会員への聞き取り数を
もっと増やしていくと同時に、女性の鉄道ファン
と鉄研会員についてより多くの資料を収集し、で
きる限り説明力の高い分析へと進めていくこと
が、当面の課題となる。さらに言えば、歴史的な
検証についても課題が残されている。特に「鉄
子」という語が世に広まる以前、女性の鉄道ファ
ンの存在はほとんど知られることはなかったが、
こうした時代に女性鉄研会員がどの程度存在して
いたのかについても、機関誌の収集や OB会との
接触などを通じて明らかにすることで、移動文化
の変容を明らかにするという本研究の大テーマへ
と接近していきたいと思っている。
注
）宮脇俊三『時刻表万キロ』（1978）を始めとして、
数多くの乗り鉄的な鉄道紀行ものが出版され、近
年では鉄道旅行を題材としたマンガやテレビ番組
も送り出されている。
）2001年からマンガ雑誌『月刊 IKKI』（小学館）に
連載され、後に単行本化された『鉄子の旅』とい
う作品がきっかけだとされる（豊田 2009:3）。ま
た鉄道趣味雑誌『鉄道ダイヤ情報』では、1996年
から「鉄子の部屋」という女性鉄道ファン向けの
読者投稿コーナーが設けられていた（土屋 2007:
12）。また女性鉄道ファンが自らを指して「女子鉄」
といった呼称も使われる（酒井 2006、女子鉄制作
委員会 2007）。
）例えば「鉄道友の会」は全国規模の、あらゆる年
齢層から構成される趣味サークルである。
）同鉄研が参加した同人誌即売会やイベントにおい
て販売・配布された。

）なお表・からも分かる通り、女性鉄研会員の
全国的な分布状況は絶対数においても比率におい
ても「東高西低」の傾向にある。なぜこのような
現象が生じているのかについては現時点では明確
な説明はできない。今後も調査を続けながら検討
していきたい。
）大阪〜金沢を走っていた特急「雷鳥」が新型特急
「サンダーバード」に変更されるのに伴い廃止され、
40年来使用されていた旧型の特急車両も引退した。
鉄道ファンには大いに話題となった（2011年月）。
）Fさんの小旅行趣味にしても、高校時代に学校に
「行きたくなくなってしまっ」たという時、学校の
下車駅以外の駅で降りて街を歩くことに楽しみを
見いだしたという点で、ここではない「どこか」
に「憧れ」る振る舞いだと位置付けられよう。
）辻のいう〈少年〉とは「ある時期の社会状況にお
いて『少年』だった男性たち（コーホート）のこと」
（辻 2008:1）を指している。
	）「鉄子」と対になるものとしては「鉄男」という男
性鉄道ファンを指す呼称もある。例えば国土交通
省の webサイトには2008年より「鉄男・鉄子、み
なさんの部屋」というコーナーが設けられている
（http://www.mlit.go.jp/tetudo/tetudo_tk1_000002.
html）。しかし、この呼称は広く使われているとは
言い難い。
10）「鉄オタ」という呼称は「鉄道オタク」の短縮系で
あり、「オタク（おたく）」という語が生み出され
た経緯とからんで元々は侮蔑的なニュアンスを含
んでいた。現在では主に趣味的な「濃さ・深さ」
を示すものとして使われていると考えてよいであ
ろう。この座談会の文脈では「趣味の世界として
どっぷり浸っているようなディープな人」を指し
ていることが読み取れる。
11）もとより、「旅行好き」を意識したサークル運営に
よって、鉄道に詳しくない男性会員も少なからず
いる V大鉄研においては、会員の趣味的な「濃さ
や深さ」の差異に応じて「鉄道ファン」とか「鉄子」
とかを区別する意味はあまりないし、サークル内
の調和という面からも、そういった区別は望まし
くない。その点からも、B さんが機関誌中で「鉄
子」と自称するとき、その意味は「女性の鉄道ファ
ン」以上でも以下でもないのだと考えられる。
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